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刊行にあたって

当市には、国指定史跡水子貝塚を整備した水子貝塚公園と、県指定旧跡難波田氏館跡

を整備した難波田城公園があり、それぞれに資料館が設置されています。

両館とも、展示事業や体験型事業を積極的に開催し、市民の方々が郷土の歴史や文化

財に親しむ機会を提供しています。一方で、地域の歴史や文化財の調査・研究の成果に

ついては十分に情報を伝えられていないことから、2021 年より「調査研究報告」の刊行

を始めました。

2023 年には、両資料館の母体である市立考古館が開館 50 周年を迎えたことから、特集

号を企画しました。考古館の初期を支えた方々に当時の状況を振り返っていただき、職

員は多忙な業務の中で、50 年間に蓄積された資料を活用した論考をまとめました。

この調査研究報告が多くの方に利用され、地域史解明の一助となり、当市の財産とな

ることを願います。

令和 6(2024)年 12 月

富士見市立資料館長 堀 善之
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口 絵

発掘調査現場の荒井幹夫氏と考古館展示室の会田明氏（『広報ふじみ』昭和 51[1976]年 9月号）


